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 １．８月１１日、ソフイア会（上智大学卒業生組織）の昭和５０年卒業生の銀祝い（卒業後２５年）年有志から、上智大 
   学アンコール研修所に金一封が届けられた。 
 
 ２．中尾先生ご主催の「アンコール・ツアー」（12/12～12/19）（国際交流センター）および石澤主催の「王道を訪ねる 
   旅」（11/27～12/8）から、石材代をご寄付いただいた。 
 
 ３．写真展経営浅野祐一様（上智大学卒業生）から、調査団が使用する童輔（調査団員の運搬用、ハイエース１２人乗り）を

ご寄付いただいた。現在手続き中である。 
 

 ４．崔炳夏氏、工学博士学位請求論文提出 
  かねて８年前から調査団に参加していた崔さんが、「クメール王朝アンコール期の宗教建築における建築工法の発展に関
する研究」の題名で日本大学大学院理工学研究科に学位請求論文を提出した。２月１５日に最終審査が行なわれ、「合格」
となった。審査委員は小島理工学部長、片桐正夫教授、石澤良昭であった。心からお祝い申し上げたい。 

 

 ５．アンコール遺跡国際調整委員会（ICC）会議出席 
 2000 年 12月 14日（木）、15日（金）の両日、シェムリアップの City Angkor Hotel にて開かれた。午前中は会議、
午後は修復現場見学であった。15日の夕方はアンコール・ワット西参道に約70人の専門家が来訪し、質疑応答を行なっ
た。出席者は石澤、盛合、松村、片桐、青柳、佐々木、丸井、遠藤。 

 

 ６．丸井雅子さんが副読本「絵本」を刊行 
 かねてから村の民話を採話してカンボジア人小学生の副読本を作成、それをリュック・ミッションの折に配布する計画
が進められていたが、2000年 11月に絵本が完成した。協力者には Ek Buntha 氏ほか４名の芸大卒業生がいる。 

 

 ７．王立芸術大学シンポジウム開催 
  日時：２０００年１１月２２日 午前８時３０分～１１時 
  場所：文化芸術省３階会議室（プノンペン） 
  発表者：丸井雅子氏「カンボジアの民話から絵本へ」 
      Hor Sukhunteary「コンポンチュナン州の土器づくり」 
  出席者： Bopha Devi 文化芸術大臣、真如苑主伊藤真玲視下、石澤良昭ほか、学生を含め約６０名 
 

 ８．シハヌーク国王陛下拝謁 
  日時：２０００年１１月２３日 午前 １１時～１２時 
  場所：王宮拝謁の間 
  拝謁者：真如苑主伊藤真聴猊下、西川勢二、太田一郎、石澤良昭 
 
                                                （文責 石澤良昭） 
 
 


